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発 行

編 集

責任者

発行 日

会員数

一第
十
七
臓
・通
常
総
会
及
び

一●
■
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

神
奈
川
同
窓
会
第
十
七
回
通
常
総
会
及
び
講

演
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

一【公い〈一】

日
　
時
　
平
成
十
八
年
五
月
十
四
日

（日
）

午
後

一
時
～

場
　
所
　
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
講
義
室

《
議
案
》

一
、
平
成
十
七
年
度
活
動
報
告

二
、
平
成
十
七
年
度
収
支

・
決
算
報
告

三
、
平
成
十
七
年
度
フ
ォ
ス
タ
ー

・

プ
ラ
ン
活
動
報
告

四
、
平
成
十
七
年
度
フ
ォ
ス
タ
ー

・

プ
ラ
ン
収
支

・
決
算
報
告

五
、
平
成
十
八
年
度
活
動
計
画

六
、
平
成
十
八
年
度
収
支

。
予
算

七
、
平
成
十
八
年
度
フ
ォ
ス
タ
ー

・

プ
ラ
ン
活
動
計
画

八
、
平
成
十
八
年
度
フ
ォ
ス
タ
ー

・

。Ｚ
フ
ン
収
支

。
予
算

九
、
平
成
十
八
年
度
役
員
選
任
　
　
朦晨
ヽ

講  日

師  時

演

題

な
ぜ
日

響交
には
な珈

選菅
か
?

概
　
要一

、
二
、

三
、

【懇
親
会
】

講
演
会
終
了
後
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
　
所
　
弘
明
寺

　

玄
や

（予
定
）

参
加
費
　
一二
〇
〇
〇
円
程
度

講

演

会

総
会
終
了
後

一
一時
三
〇
分
～
四
時

放
送
大
学
助
教
授

坂
井
　
素
思

先
生

専
攻
分
野
　
経
済
学
、
社
会
経
済
学

日
本
人
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
を
め
ぐ
っ
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
日
本
人
の
珈

琲
趣
味
、
珈
琲
の
大
衆
化
、
覚
醒
文
化

と
し
て
の
珈
琲
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と

一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

日
本
人
と
珈
琲
と
の
出
会
い

戦
前
に
お
け
る
珈
琲
ブ
ー
ム
は

な
ぜ
起
き
た
の
か
？

珈
琲
消
費
と
喫
茶
店
発
展
と
の
関
係

企

更

●

■

′
１

１１
‐
―

●

■

●

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

江
ノ
電
・
鎌
倉
の
旅

今
回
は
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
湘
南
の
海
辺
を

走
る
江
ノ
電
そ
し
て
鎌
倉
の
一
部
を
楽
し
み
ま
す
。

境
川
に
沿
う

「境
川
自
転
車
歩
行
者
道
路
」
を
湘

南
台
か
ら
藤
沢
ま
で
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
ま
す
。
藤
沢

か
ら
江
ノ
電
に
乗
っ
て
車
窓
ま
じ
か
の
湘
南
の
海
を

愛
で
つ
つ
、
鎌
倉
へ
。
左
記
の
通
り
企
画
致
し
ま
し

た
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（幹
事
‥
企
画
担
当

木
村
勝
紀

・
芝
崎
芳
和
）

一
、
開
催
日
程
　
平
成

一
八
年
六
月
四
日

（日
）

雨
天
決
行

二
、
集
合
場
所
　
横
浜
市
営
地
下
鉄

「湘
南
台
駅
」
改
札
出
日
付
近

三
、
集
合
時
間
　
午
前
九
時
三
〇
分

（時
間
厳
守
）

四
、
コ
ー
ス
　
概
略

市
営
地
下
鉄
湘
南
台
駅
↓

（徒
歩

一
五
分
）

↓
境
川
自
転
車
歩
行
者
道
路
↓
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（二
時
間

・
途
中
弁
当
昼
食
）
↓
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（四
〇
分
）
↓
藤
沢
着
↓
　
江
ノ
電
藤
沢
駅
発

↓
長
谷
駅
着
↓
長
谷
寺
拝
観
↓
高
徳
院
拝
観

↓
鎌
倉
文
学
館
拝
観
↓
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
駅
付
近
で

懇
親
会
↓
現
地
解
散
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五
、

七
、

八
、

九
、

携
帯
品
　
お
弁
当
、
飲
料

申
込
締
切

平
成

一
八
年
五
月
二
十

一
日

（水
）

申
込
先
　
企
画
担
当
　
木
村
勝
紀

〒
二
四
五
―
○
○
〇
六

横
浜
市
泉
区
西
が
岡

一
―

一
九
―
二
三

電
話
　
〇
四
五

（八
一
四
―
二
九
〇
一
）

ｍ
ｌ
ヨ
Ｌ
一

万
〓ゴ
⊆
戸●汁⊆
◎
Φ
Φ
・ｏ
ｏ汁く
―
く
０
戸Ｏ
Ｆ
ヨ
”
・●
Φ
」ｏ

緊
急
連
絡
　
当
日
の
緊
急
連
絡
先

〇
八
〇
―
六
五
二
一
―
三
七
六
九

（木
村
の
携
帯
電
話
）

訪
問
先
解
説

◇
境
川
自
転
車
歩
行
者
道
路
　
城
山
湖

付
近
を
源
流
と
し
町
田
市
と
相
模
原
市

と
の
境
、
大
和
市
と
横
浜
市
と
の
境
、

最
後
に
は
藤
沢
市
と
横
浜
市
と
の
境
を

流
れ
る
境
川
。
そ
の
境
川
の
土
手
に
沿
っ

た
自
転
車
と
歩
行
者
専
用
の
舗
装
道
路

で
す
。
歩
行
者
に
安
全
な
道
は
、
ゆ
っ

た
り
し
た
気
分
で
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
江
ノ
電
　
わ
ず
か
十
ｋｍ
の
短
い
沿
線

は
、
民
家
の
軒
を
か
す
め
た
り
湘
南

海
岸
す
れ
す
れ
に
走
っ
た
り
、
移
り
行

く
車
窓
を
眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま

す
。

◇
長
谷
寺
　
奈
良
の
長
谷
寺
と
と
も
に

長
谷
観
音
で
有
名
。
長
谷
駅
か
ら
五
分
。

◇
高
徳
院
　
ブ」存
知
の
鎌
倉
大
仏
で
正

確
に
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
。
鎌
倉
唯

一

の
国
宝
仏
。

◇
鎌
倉
文
学
館
　
旧
前
田
侯
爵
鎌
倉
別

邸
を
改
築
し
た
も
の
。

一ｔ
ず
０
４
磯
，
一
裕
坤
峙
巡
め
・

「谷
中
の
由
緒
」

木
村
　
勝
紀

「江
戸
の
名
残
り

。
谷
中
寺
巡
り
」
。
こ
の
行

事
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
尾
崎
優

子
さ
ん
か
ら
別
途
ご
披
露
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
幹
事
の
私
か
ら
は
こ

の
機
会
に

「谷
中
の
由
緒
」
に
つ
い
て
少
し
ば
か

り
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
訪
問
先
に
谷
中

を
選
ん
だ
理
由
に
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
中
は
上
野
台
と
本
郷
台
の
中
間
、
不
忍
池

に
つ
づ
く
低
湿
地
の
た
め
こ
の
名
を
生
ん
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。
天
正

一
八
年

（
一
五
九
〇
年
）
家

康
が
入
国
し
た
こ
ろ
、
雑
草
と
樹
林
に
お
お
わ

れ
た
寒
村
で
、
寺
は
１
寺
が
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
慶
長
年
間

（
一
五
九

六
年
～

一
六

一
四
年
）
、
寛
永
年
間

（
一
六
二

四
年
～
四
三
年
）
、
慶
安
年
間

（
一
六
四
八
年

～
五

一
年
）
、
続
い
て
明
暦
年
間

（
一
六
五
五

年
～
五
七
年
）
、
万
治
年
間

（
一
六
五
八
年
～

六
〇
年
）
、
さ
ら
に
寛
文
年
間

（
一
六
六

一
年

～
七
二
年
）
延
宝
年
間

（
一
六
七
三
年
～
八
〇

年
）
、
天
和
年
間

（
一
六
八
一
年
～
八
三
年
）
、

貞
享
年
間

（
一
六
八
四
年
～
八
七
年
）
へ
と
追

々
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
慶
安
以
来
三
十
年
ほ
ど

の
間
に
し
っ
か
り
堂
塔

・
伽
藍
で
埋
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

し
か
し
、
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
年
）
、

享
保
六
年

（
一
七
二
一
年
）
、
同
十
年

（
一
七

三

一
年
）
、
明
和
九
年

（
一
七
七
二
年
）
の
度

重
な
る
大
火
に
谷
中
は
焼
け
、
そ
の
都
度
寺
院

は
被
害
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
幕
府
は
大
火
の

あ
る
毎
に
、
都
市
計
画
に
よ
っ
て
寺
を
移
転
さ

む
は
従
」
や
萎

　

　

　

ｏ、

一
体
こ
の
地
に
な
ぜ
寺
院
が
集
中
し
た
の
で
し

よ
う
か
？
上
野
台
は
江
戸
城
の
鬼
門
に
あ
た
り

ま
す
。
上
野
東
照
宮
も
寛
永
寺
も
そ
の
鎮
護
の

た
め
で
す
が
、
谷
中
の
諸
寺
に
も
同
じ
意
味
が

あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
寺
社
の
あ
る

と
こ
ろ
必
ず
人
が
集
ま
り
、
人
の
集
ま
る
と
こ

ろ
必
ず
門
前
町
が
栄
え
ま
す
。
江
戸
は
開
聞
以

来
急
速
に
ふ
く
ら
み
、
ど
ん
ど
ん
郊
外
を
開
発

せ
ね
ば
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

う
っ
そ
う
た
る
谷
中
の
樹
林
を
開
き
、
そ
こ
に

人
家
を
建
て
ま
し
た
。
自
然
に
街
が
出
来
、
名

所
が
出
来
、
門
前
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
天

王
寺
は
富
鍛
で
賑
わ
い
、
笠
森
稲
荷
は
お
仙
の

茶
屋
で
繁
盛
し
、
朝
夕
勤
行
の
音
を
聞
き
な
が

ら
谷
中
は
変
貌
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鶯

と
蛍
な
ど
谷
中
は
追
々
、
詩
と
ロ
マ
ン
に
満
ち

た
名
所
と
も
な
り
ま
し
た
。
慶
応
４
年

（
一
八

六
八
年
）
五
月
十
五
日
、
江
戸
の
谷
中
は
幕

府
軍
の
彰
義
隊
と
官
軍
と
の
間
の
上
野
戦
争
で

幕
を
閉
じ
、
そ
の
し
っ
と
り
し
た
独
特
の
情
緒

を
失
い
ま
し
た
。
官
軍
の
容
赦
の
な
い
砲
撃
で
、

多
く
の
寺
と
町
家
は
焼
き
払
わ
れ
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
尚
七
十
七
ヶ
所
と
も
い
わ

れ
る
寺
が
存
在
し
、
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ

る
被
害
も
少
な
く
、
今
で
も
昔
な
が
ら
の
風
情

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
が
並
ぶ
景
観
は

江
戸
末
期
の
も
の
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
江
戸
城
下

町
の
成
熟
過
程
を
読
み
取
れ
る
と
も
い
い
ま
す
。

ま
た
、
寺
院
以
外
に
も
江
戸
時
代
か
ら
の
木
造

技
術
に
よ
り
、
明
治

。
大
正
の
庶
民
的
な
木
造

建
築
や
江
戸
以
来
の
道
筋
、
町
割
り
が
残
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
行
事
は
寺
巡
り
が
テ
ー
マ
で

し
た
が
、
こ
う
し
た
江
戸
の
名
残
り
を
残
す
町

割
り
、
道
筋
を
た
ど
る
の
も
ま
た

一
興
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
紙
面
も
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
辺
で
お
し
ま
い
に
致
し
ま
す
。
東
京
神
田

で
生
ま
れ
て
谷
中
の
隣
町
、
日
暮
里
で
生
活
し

た
経
験
か
ら
私
に
と
っ
て
東
京
下
町
は
故
郷
な

の
で
し
た
。　
　
　
　
　
．

「谷
中
の
お
寺
は
花
よ
り
団
子
」

尾
崎

優
子

幼
い
頃
、

上

野
動
物

園
の
向

ア」
う
側

は
ジ
ャ

ン
グ
ル
だ

と

思
っ
て
い
た
私
は
、
か
ね

て
よ
り

「谷
中

」
を
訪
ね

て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し

た
。

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
し
た

の
で
、

秋

晴
れ
の

一
日
、

谷
中

散
策

に
参

加
さ
せ
て
い
た

だ

き
ま
し
た
。
市

販
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
よ
り
親

切
に
作

ら
れ
た
芝

崎
芳

和

さ
ん
お

手
製

の
小

冊

子
を
手
に
寺

巡
り
は
始

ま

り
ま
し
た
。

三

歩

あ

る
け
ば

お
寺

に
当
た
る
く
ら
い
に
お
寺

だ

ら
け

で
記
憶
は
ご
ち
ゃ
混
ぜ

、

印
象

深
い
ベ

ス
ト
３
は
お
寺

を
除
い
た

以
下

で
し
た
。

そ
の
壱
、
何
と
言
っ
て
も

「羽

二
重
団
子
」
。

日
暮

里
駅
の
す
ぐ

近
く
に
本

店
が
あ

り
文
政

二
年
か
ら
続

く
老

舗
だ

そ
う
で
す
。
著
名

な

文
学

作

品
に
も
多

々
登
場
す
る
名

物

の
お

団

子
は
、
お
み
や
げ
よ

り
是

非
と
も
現

地

で
ご

賞

味

く
だ

さ
い
。

さ
っ
ぱ

り
と
し
た

江
戸

の
味

が
い
た
し
ま
す
。

(朝倉彫塑館にて)
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そ
の
弐
、
日
曜
日
だ
と
い
う
の
に
谷
中

霊
園
内
、
徳
川
家
の
霊
廟
前
で
観
光
案
内

を
丁
寧
に
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た

「ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
紳
士
」
。
地
道
な
活
動
に
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜

の
墓
標
は
外
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
が
あ
っ
た
お
陰
で
よ

く
解
り
ま
し
た
。

そ
の
参
、

「朝
倉
彫
塑
館
」
。
彫
塑
家
、

朝
倉
文
夫
氏
の
ア
ト
リ
エ
と
住
居
が
美
術

館
と
な
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
洋

折
哀
を
織
り
交
ぜ
た
巧
み
な
建
築
に
、
設

計
者
で
あ
る
朝
倉
氏
の
異
文
化
吸
収
の
柔

軟
さ
と
、
明
治
人
の
日
本
人
た
る
心
意
気

を
感
じ
ま
し
た
。
３
階
の
和
室
に
は
直
径

が
一
間
半
も
あ
り
そ
う
な
円
卓
が
据
え
ら

れ
、
西
洋
美
術
を
学
び
な
が
ら
も
日
本
文

化
を
生
か
し
た
朝
倉
氏
を
囲
ん
で
、
芸
術

論
が
聞
ア」え
て
来
そ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ

り
ま
し
た
。
東
京
の
下
町
を
一
望
で
き
る

屋
上
へ
も
ぜ
ひ
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
薦
め
し
ま
す
。

そ
し
て
、
お
ま
け
に
記
し
て
お
き
た
い

の
が

「築
地
塀

（つ
い
じ
べ
い
）
」
。
震
災

に
も
強
い
江
戸
時
代
か
ら
の
工
法
だ
そ
う

で
、
大
変
お
も
む
き
が
あ
り
自
宅
の
塀
に

し
た
い
く
ら
い
で
す
。
何
し
ろ
み
な
さ
ん
、

ク
イ
ズ
番
組
に
出
場
す
れ
ば
優
勝
し
そ
う

な
方
々
揃
い
で
、
あ
れ
こ
れ
う
ん
ち
く
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
、
ち
ょ

う
ど
頃
合
い
に
♪
ギ
ン
ギ
ン
ぎ
ら
ぎ
ら
夕

日
が
沈
む
…
が
生
ま
れ
た

「あ
か
じ
坂
」
に

さ
し
か
か
り
、
根
津
神
社
を
参
拝
し
、
楽

し
い
一
日
は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
行
き

ま
し
た
。

肝
心
の

「谷
中
の
寺
」
の
お
話
し
は
、

木
村
勝
紀
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「映
画
鑑
賞
会
に
参
加
し
て
」

田
澤
　
誠

一

二
月
十
九
日
の
一
時
よ
り
神
奈
川
学
習

セ
ン
タ
ー
で
映
画
鑑
賞
会
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
お
話
は

「日
本
映
画
の
魅
力
」

と
い
う
も
の
で
日
本
映
画
は
、
映
画
の
発
祥

に
近
い
ぐ
ら
い
古
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
で
五
回
目
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
私

が
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。
鑑
賞
映
画

は
、
黒
澤
明
監
督
の

「天
国
と
地
獄
」
で

し
た
。
こ
の
映
画
は
西
浦
氏
の
説
明
の
と
お

り
、
黒
澤
映
画
に
は
独
特
の
ア
ン
ポ
が
あ

る
と
言
う
と
お
り
、
そ
の
テ
ン
ポ
に
引
き
込

ま
れ
る
も
の
で
し
た
。
内
容
は
、
個
人
で
楽

し
む
と
い
う
よ
り
鑑
賞
会
で
見
る
と
い
っ
た

も
の
の
よ
う
で
、
誘
拐
事
件
の
主
人
公
と
犯

人
の
や
り
取
り
そ
し
て
最
後
の
ど
ん
で
ん
返

し
、
映
画
な
ら
で
は
の
展
開
で
し
た
。
白
黒

映
画
な
の
に
一
画
面
だ
け
カ
ラ
ー
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
展
開
が
変
わ
り
解
決
に
向
か
う
。

何
か
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
映
画

に
引
き
込
ま
れ
そ
の
状
況
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。
以
前
、
ス
ピ
ル
バ
ー
ク

監
督
が
、
映
画
と
は
観
客
を
楽
し
ま
せ
る

も
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
素
晴
ら
し
い
作
品
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

《講演 中の西浦 久晏 氏》

「映
画
鑑
賞
会
に
参
加
し
て
」

志
賀
　
健
三

二
月
十
九
日
（日
）
午
後
一
時
か
ら
神

奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
映
画
鑑
賞
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

西
浦
氏
よ
り

「日
本
映
画
の
魅
力
」
に

つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
あ
と

「天
国
と
地

獄
」

（黒
澤
監
督
）
を
楽
し
み
ま
し
た
。

西
浦
氏
の
お
話
は
日
本
の
代
表
と
評
価

さ
れ
て
い
る
監
督
は
誰
か
、
そ
の
監
督
に

よ
る
代
表
作
、
日
本
映
画
人
気
ベ
ス
ト
テ

ン
な
ど
。
い
ま
映
画
作
品
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
外
国
物
日
本
物
と
区
別
す
る
よ
り
は

む
し
ろ
演
出

（監
督
）
は
誰
か
と
い
う
時

代
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
。
な
お
黒
澤
映
画

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、

「さ
む
ら
い
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
、
ド
リ
ー
ム
　
」
で
あ
る
と
、

い
か
に
も
映
画
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
と
い

っ
た
表
情
で
語
ら
れ
た
。

「天
国
と
地
獄
」
は
誘
拐
を
扱
っ
た
現
代

刑
事
物
。
主
人
公
の
権
藤

（三
船
）
は
靴

づ
く
り
か
ら
の
た
た
き
あ
げ
で
会
社
経
営
の

一
角
に
加
わ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

高
台
の
豪
邸
に
妻

（香
川
）
そ
し
て
一
人

息
子
と
暮
ら
し
て
い
る
。
権
藤
は
経
営
方

針
の
転
換
圧
力
に
対
抗
し
実
権
を
握
ろ
う

と
自
社
株
の
買
い
占
め
を
仕
掛
け
る
。
そ

ん
な
状
況
の
な
か
突
然
運
転
手
の
子
供
が

自
分
の
息
子
と
間
違
っ
て
誘
拐
さ
れ
莫
大

な
身
の
代
金
を
要
求
さ
れ
て
し
ま
う
。

憤
怒
、
葛
藤
、
身
の
代
金
受
け
渡
し
の

新
幹
線
、
街
の
活
気
と
喧
騒
、
汚
れ
た
川
、

麻
薬
、
捜
査
陣
の
チ
ー
ム
追
跡
な
ど
当
時

の
風
景
や
雰
囲
気
を
懐
か
し
ん
で
い
る
ひ
ま

も
な
く
、
刑
務
所
で
の
対
面
で
幕
切
れ
と

な
る
。
犯
行
の
動
機
や
医
者
の
卵
と
い
っ
た

犯
人
像
に
は
違
和
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
原

因
は
作
品
の
原
作
が
外
国
も
の
で
あ
る
こ

と
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
重
苦

し
い
内
容
で
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
が
、
久
し

ぶ
り
に
黒
澤
映
画
を
堪
能
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
が
制
作
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代

は
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
日
本
の
経
済
は
高
度
成
長

期
に
は
い
っ
て
い
た
。
所
得
倍
増
計
画
を
か

か
げ
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
急
成
長
の
か
げ
に
は
、

心
配
さ
れ
る
出
来
事
も
多
々
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
い
ち
早
く
取
り
上
げ
た
題
材
に

は
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
も
読
み
取
れ
よ

う

。

「天国と地獄」
監督 黒澤 明
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〓
フ
オ
ス
タ
一■
●
プ
ラ
ン
一活
動
報
告
一．

二
〇
〇
六
年
春

同
窓
会
で
は
「社
会
へ
の
貢
献
の
一
環
」

と
し
て
、　
一
九
九
一
年
よ
り
Ｆ
・
Ｐ
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
援
助

金
は
発
展
途
上
国
の
子
供
達
と
、
彼
ら
の

コ
ヽヽ
■
ニ
テ
ィ
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
達
は
、
現
在
五
名
の
フ
ォ
ス

タ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ペ
ア

レ
ン
ト
と
な
り
、
手
紙
で
の
交
流
も
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
よ
り
私
達

の
チ
ャ
イ
ル
ド
と
な
っ
た
バ
ン
グ
ラ
いア
ィ
ン

ュ
の
ス
バ
ンヽ
ュ
君
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
昨

年
の
秋
、
Ｆ
ｏ
Ｐ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
父
親

に
面
接
し
た
時
の
報
告
に
よ
る
と
、
ス
バ

シ
ュ
君
は
三
年
生
に
進
級
し
学
校
で
は
中

位
の
成
績
で
好
き
な
科
目
は
算
数
、
現
地

語
、
英
語
と
の
こ
と
で
す
。
水
汲
み
の
手

伝
い
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

生
活
状
況
は
、
手
押
し
ポ
ン
プ
付
き
掘
り

抜
き
井
戸
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
適
切

な
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
飲
水
に
は

適
し
ま
せ
ん
。
家
族
は
依
然
と
し
て
空
き

地
で
用
を
足
し
て
い
る
環
境
下
に
あ
り
ま

す
。

スバシュ君
(バングラディシュ)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
写
真
は
生
徒
達
が
コ
ヽヽ
■

ニ
テ
ィ
の
先
生
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
短

期
学
習
キ
ャ
ン
プ
の
模
様
で
す
。
報
告
に
よ

る
と
教
室
で
の
学
習
状
況
は
、
教
師
と
生
徒

の
交
流
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
生
徒
が
授
業

に
参
加
し
活
発
に
意
見
交
換
す
る
機
会
は

な
い
と
の
事
。
こ
の
教
育
環
境
を
改
善
す
る

た
め
に
Ｆ
・
Ｐ
は
、
活
動
地
域
の
学
校
で
成

績
不
振
と
い
わ
れ
た
子
供
達
を
対
象
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
革
新
的
な
短
期
学
習
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
す
る
支
援
を
行
い
、
こ
れ
を
通
し

て
質
の
高
い
教
育
実
践
を
体
験
す
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ス
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
合
計
四
五

一
人
の
子
供
達
と
そ
の
他
二
八
〇
人
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
一テ
ィ
に
多
大
な
成
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

ス
バ
シ
ュ
君
と
の
絆
を
通
じ
て
私
達
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る

事
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
暖
か
い
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド

ヘ
手
紙
を
書
い
た
り
Ｆ
・
Ｐ
活
動
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
お
手
伝
い
頂
け
る
方
を
募
っ

て
い
ま
す
。

（フ
ォ
ス
タ
ー

　́
ラ
ン
実
行
委
員
　
星
）

《短期学習キャンプの模様》

神奈川同窓会では、会員の皆様に、入
会時に入会金 5,000円 、年度会費と
して 1,000円 を納入 して戴いてお り
ます。
「波涛」と同封の振込み用紙にて、平成
_8年 度年会費をお振込み下さいますよ

うお願い致します。
(過年度分、未納の方はご一緒にお振込

みお願い致 します。)

振込み用紙の記載について :

住所氏名を記入の際は、恐れ入 ります
が楷書での記入 とフリガナの記載をお願
い致します。

住所変更をされる方 :

変更後の住所。電話番号等を振込み用
紙に記入する際は、「住所変更」と朱書を
お願い致 します。

国座番号  00250-4 - 1 6 1 8 3

〒232-006 1

横浜市南区大岡 2-31-1

籍蒸介蕎懲奮曇霧蔦
センター内

仁不蜻隷

フ
ォ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン

実
行
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

一
、
同
窓
会
会
員
へ
の
募
金
活
動

（年
一
回

「波
涛
」
に

振
り
込
み
用
紙
を
同
封
）

学
部
生
及
び
他
の
同
窓
会
員
か
ら
の

ご
寄
付
も
あ
り
ま
す
。

二
、
フ
ォ
ス
タ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
五
名
へ
の

資
金
援
助
と
文
通
な
ど
に
よ
る
交
流
。

三
、
広
報
活
動
　
参
考
資
料
の
パ
ネ
ル
展
示

（チ
ャ
イ
ル
ド
の
写
真
、
手
紙
、
成
長
記
録
等
）

会
報

「波
涛
」
で
の
活
動
報
告

講
演
会
、
勉
強
会
の
開
催

四
、
チ
ャ
イ
ル
ド
の
母
国
大
使
館
や
関
係
機

関
と
の
情
報
交
換
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
訪

間
の
検
討

五
、
実
行
委
員
会
の
開
催

同
窓
会
で
は
Ｆ
・
Ｐ
活
動
に
お
手
伝
い
頂

け
る
か
た
も
募
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
神
奈
川

同
窓
会
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
か
一も
の
お
願
い

同
窓
会
活
動
に
協
力
し
て
下
さ
る
方
を
、

役
員
一
同
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
頂

け
そ
う
な
方
の
ご
推
薦
も
、
是
非
お
願
い
致

し
ま
す
。
総
会
改
選
ま
で
に
立
候
補
し
て
頂

け
る
方
、
ご
推
薦
し
て
頂
け
る
方
、
お
問
合

せ
等
は
、
左
記
に
ご
連
絡
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
ら
ゆｏ‐口「いｏ‐ヽ
ＯＳ五

十
嵐
　
一
成




